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第６ ストーブ 

 

１ 用語の定義 

 (1) 本条は移動式以外の固定式ストーブに対する規定であり、屋外に通ずる煙突を設けたものは

固定式として取り扱うものであること。 

 (2) ストーブを設置の形態と放熱方式により分類すると第６－１表及び第６－２表のとおりであ

る。 

 第６－１表 設置形態による区分 

設 置 形 態 区 分 内 容 

つり下げ型 器体をつり下げて使用するもの 

壁 掛 型 器体を壁面に取付けて使用するもの 

組 込 型 器体を天井に組み込んで使用するもの 

据 置 型 器体を台又は床面に据え置いて使用するもの 

 

第６－２表 放熱方式による区分 

放 熱 方 式 区 分 内 容 

放 射 式 耐火物又は金属をバーナーで加熱し、放射熱を出すもの 

自然対流式 加熱された空気を自然対流させるもの 

強制対流式 器具の本体にファンを内蔵し、加熱された空気を強制的に対流させるもの 

 

(3) ストーブと温風暖房機の相違は、下記のとおりである。なお、遠赤外線放射式暖房機はスト

ーブとして規制するが、サウナ熱源として使用するものは、サウナ設備として規制する。 

※ ストーブと温風暖房機の相違 

電気を熱源とするもの 

ストーブ ： 発熱体の輻射熱又は自然対流で採暖するものをいい、赤熱する発熱体を有

する送風機付きのものを含む。ただし、壁取付式及び天井取付式のものを除

く。 

電気温風機： 組込まれた送風機により温風を吹き出すものをいう。ただし、赤熱する発

熱体を有する送風機付き電気ストーブを除く。 

電気以外の熱源とするもの 

ストーブ     開放式の暖房設備 

             半密閉・密閉式で自然対流式又は放射式の暖房設備 

温風暖房機    半密閉・密閉式で強制対流式の暖房設備 

 

２ 条例の運用 

条例によるほか、次によること。 

(1) 第４章．第１節．第１（１．(8)、(9)及び(12)を除く。）を準用すること。 

(2) 気体燃料を使用する遠赤外線放射式暖房機の取扱い 
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ア 適用範囲 

気体燃料を使用する遠赤外線放射式暖房機（以下「ガス遠赤暖房機」という。）のうち、基

準適合設備器具又はこれと同等以上の安全性が確認されているもので、かつ、ガス機器防火

性能評定を受けているもの又は、製造者等で実施した試験データ等から消防機関において安

全性が確認されたものについて適用する。 

イ 設置要領 

条例によるほか、次によること。 

(ｱ) 設置場所 

原則として天井高がある大空間（プール・体育館等）や換気量が多く部分的な暖房が必

要とされる場所で、対流方式の暖房設備が適さない場所に適用する。 

(ｲ) 建物構造等 

設備設置位置が、床面からの高さ３ｍを超える場合については、内装を不燃材料とした

耐火構造等の不燃構造とすること。ただし、用途上やむを得ない場合（体育館壁面の事故

防止用緩衝材等）は、床面からおおむね３m 以内の内装についてはこれによらないことがで

きる。 

(ｳ) 離隔距離 

ａ 不燃材料以外の仕上げ部分との離隔距離については、ガス機器防火性能評定による表示

銘板の離隔距離又は、製造者等で実施した試験データ等から消防機関において安全性が確

認された距離に従って設置できるものであること。 

 

第６－1 図 ガス遠赤外線機の離隔距離の例（単位：mm） 

① つり下げ型 
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③ 天井組込型 

 

④ 据置型 

 

ｂ その他 

(a) 組込型で設備本体と接触する周囲の天井板は、熱伝導及び対流等を考慮し 150 ㎜以上

の範囲を不燃材料とすること。（前(ｲ)に該当する場合を除く） 

 

第６－２図 組込型設備本体と接触する天井板の設置例（単位：mm） 

 

(b) 組込型設備本体と天井板との接触部は、対流による熱気が天井裏に侵入しないよう施

工すること。 

(ｴ) 放射面近傍の防火措置 

設備放射面の近傍には、放射熱で温度上昇すると機能上支障となる電気配線等がないこ
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と。 

(ｵ) 緊急遮断装置 

設置場所に近い位置で容易に、かつ、迅速にガス遠赤暖房機へのガス供給が遮断できる

装置を設けること。 

なお、「近い位置」とは、緊急事態の発見者又はガス遠赤暖房機の使用者が素早く遮断で

きる位置（高さ 0.8ｍ以上 1.5ｍ以下）をいい、遠隔監視等は除く。 

(ｶ) 設備の固定 

ガス遠赤暖房機及び付属設備は、十分な強度を有する構造物の床面、壁面、天井面等に

堅固に固定すること。 

(ｷ) 条例第３条第１項第４号（避難の支障となる位置に設けない）の運用 

つり下げ型、壁掛型（コーナー型）の設備を避難口の上部に設置する場合の位置は次に

よること。 

ａ 床面に対して、図中の点線の上方部分 

ｂ ｗ・Ｗに囲われた部分は、床面に対しＨ以上の部分 

ｃ ｗ・Ｗに囲われた部分以外の部分は、床面に対し扉高さｈ以上の部分で、かつ、ヒー

ターはｗ・Ｗの部分を、囲わない（一辺とする）こと。 

なお、バーナー及び排気トップの位置は、努めて避難口から水平距離５ｍ以上離隔す

ること。 
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Ｗ≧1.200 

第６－３図 避難口付近への設置（単位：㎜） 
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